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研究分野：医歯薬学

科研費の分科・細目：内科系臨床医学・循環器内科学

キーワード：心臓病態学・血管病態学

１．研究計画の概要
（１）冠動脈プラークとアディポネクチンと
の関連

（２）喫煙とアディポネクチンとの関連
（３）冠微小血管障害とアディポネクチンと
の関連

（４）冠血流予備能とアディポネクチンとの
関連

（５）急性心筋梗塞に関する大規模臨床試験

２．研究の進捗状況
冠動脈疾患に関するアディポネクチンの
働きについて、これまで臨床研究は順調に進
行している。下記に示すように学会や英文雑
誌に数多く発表してきた。具体的には、冠動
脈の病変枝数だけでなくプラークの複雑病
変にも有意に関連することや、冠動脈疾患患
者における予後のマーカーとしてアディポ
ネクチンには性差があること、禁煙すること
によりアディポネクチンが上昇することな
どを英文雑誌に報告してきた。冠動脈内超音
波を用いて評価した冠動脈プラークの組成
とアディポネクチンとの関連について、すで
に学会で発表しており、一部英文雑誌に投稿
中のものもある。冠微小血管障害や冠血流予
備能とアディポネクチンとの関連について
は、現在も症例を蓄積しているところである
が、特に冠微小血管障害については現在まで
のところアディポネクチンとの相関は見ら
れておらず、関連は少ないのかもしれない。
急性心筋梗塞に関する大規模臨床研究につ
いて、県内の症例登録は平成 21年 1月 1日
から開始しており、全国的な前向き臨床試験
についても現在登録のための準備を進めて
おり、おそらく平成 21 年 7 月頃よりスター

トできるものと考えている。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
（理由）
上記の進捗状況より研究の達成度は高い
と思われる。しかし一部の研究については研
究期間内にデータを出すことはできても学
会や雑誌などに発表することは困難であり、
次年度に持ち越す可能性が高いと思われる。

４．今後の研究の推進方策
今回の研究計画に対し、研究期間内におけ
る研究の到達状況は良好であると思われる
が、今回の研究で得られた結果から更に行う
べき臨床研究や、現在進行中の大規模臨床試
験に盛り込むべき内容をいくつも考慮して
おり、今後も動脈硬化性疾患患者におけるア
ディポネクチンの意義に関する研究につい
て十分に発展していくものと期待している。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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